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一 折目線第二因子があら わす捻れにつ

いて（その2 ） 一
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1｡ 前報において折

に よって変わり，綿，テ トロ ンウール， ウール

れが大きかった。しかし，同じ ウールにして も羊毛 種，

それ より作る糸の種類，色々の染料に よる染色処理の影

響等があり，この影響は どうあら われるか。

2. この ような調査は広範囲にわた って行 なう必要が

あるが，今回は同一羊毛につ き，染色工程の異な るもの

に織り方を変えた もの，変えない もの につ き， ポーラー

とウ ーステ ッドが入手で きたので実験 を行 なって みた。

試料の作成は一種類（18×18cm ）とし，前 報と同 様の計

測方 法でデ ーターを とる。

3. ポーラーについては，同一の織り方で単に染色処

理を異にした場合，分散分析の結果，そ

有意差はない。織り方別 の変動 は可 成 り

が，有意差を生ずるには至らなかっ た。

の 変 動I;

・大 き く

ま小 さ く

なった

ウ ーステ ッドについても ポー ラーの場合とほぼ同様の
結果が得られた。


